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研究成果の概要（和文）：大学新入生の英語学習者がグループ学習活動の中で産出する発話と作文を収集し、学習者の
英語運用能力を外部試験によって測定した。年間30回の授業を通じて収集したデータのうち、質問に対する応答は比較
的自発的な発話であるため、あらかじめ用意した英文テキストの読み上げには見られない談話的特徴が見いだされた。
英語リスニング・スピーキング自動試験Versant English Testを年4回受験しているため、学習者の年度内の縦断的変
化を観察できる。ほぼ同一の方法に基づくデータ収集を、本研究に先行する研究と合わせて8年間実施したため、同一
大学の新入生の英語運用力の経年的変化を観察する資料ともなる。

研究成果の概要（英文）：We collected relatively spontaneous utterances during group activities among first
-year students in a Japanese university over 30 weeks / class sessions throughout the academic years. Each
 student took Versant English Test, an automated test of spoken English delivered over the phone, four tim
es within the academic year, namely in April, July, October and January, so we can verify any longitudinal
 changes of the students' proficiency in speaking and listening. The data collected showed a number of int
eresting interactional phenomena that had not previously been fully recognized. As the data collection was
 conducted in a relatively uniform fashion over a total period of eight years, including the three years i
n a preceding project, we can fathom the annual changes of English fluency among the first-year students i
n this particular university.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 近年の外国語学習研究では、到達目標と
しての母語話者の言語使用についても、出発
点としての学習者の（学習目標）言語使用に
ついても、コーパス（蓄積した言語データ）
に基づいた分析を基盤とすることが当然と
みなされる傾向にある。英語の母語話者コー
パスは、書き言葉・話し言葉あわせて１億語
からなる BNC （British National Corpus）
をはじめとして、webの発達にともない、研
究の基盤となる大規模な言語資源が整い、広
く提供・活用されるようになっている。一方、
研究開始前ならびに開始当初の時点では、英
語学習者の書き言葉（作文）のデータ収集と
公開は日本国内・世界各国において進んでい
たが、話し言葉（音声）のデータ収集と公開
は規模と条件の統制に関して不十分であり、
日本人学習者を対象とするものについては
公開された大規模な音声資料はなかった。 

(2) 研究代表者は 2006年度から 2008年度に
かけて基盤研究 (B)：課題番号 18320093 
『学習者プロファイリングに基づく日本人
英語学習者音声コーパスの構築と分析』の交
付を受けて、日本の大学で英語を学ぶ学習者
の産出する比較的自発的な発話や作文を収
集し、外部試験のスコアなどによる運用力と
の関連に基づく分析を可能とする資料作成
に取り組んできた。本研究計画では 2009 年
度から 2013年度にかけての 5年間で引き続
き発話と作文のデータを収集し、年度内なら
びに年度にまたがる経年的な変化の観察を
可能とする資料とすることを目指した。 

(3) 現時点では、日本人英語学習者の産出す
る音声データとして神戸大学の石川慎一郎
教授による ICNALE が公開されているが、
次項の「研究の目的」で示すような特徴を持
つ比較的規模の大きな学習者の発話データ
は研究開始時点で公開されていなかっただ
けでなく、現在の時点でもあまり存在しない。 

２．研究の目的 
(1) 日本の中等教育（中学校・高等学校）に
おける英語教育の現状と課題を、大学に入学
した新入生の英語運用能力の実態を通して
明らかにすることを目的とする。 

(2) 日本人英語学習者が不得意とすると思わ
れるリスニング・スピーキングに関して、電
話を使った自動試験を年複数回実施するこ
とで、年度内のスコアの推移をみる。 

(3) 中学校・高等学校で十分な訓練が行われ
ていないと思われるスピーキング・ライティ
ングについて、比較的自発的な産出の過程と
結果（産出物）のデータ収集と蓄積を行う。 

(4) 本研究で収集するデータには、以下のよ
うな特徴がある。 
① テキスト（質問）の読み上げと、これに
対する比較的自発的な応答を中心とする

ため、読み上げでは得られない談話的特
徴が見いだされることが期待される。 
② 口頭での質問と応答をきっかけとして考
えた内容を 400～500 語を目標に文章と
してまとめた作文を収集し、英語学習者
による書き言葉の特徴を抽出する基礎資
料とすることが期待される。 
③ 年間 30 回の授業を通してデータ収集す
るため、同一の学習者の年度内の縦断的
変化を観察することが可能となる。 
④ それぞれの学習者が英語リスニング・ス
ピーキング自動試験 Versant English 
Testを年 4回受験しているため、発話の
特徴の変化と並行して、スコアの縦断的
変化を検討することも可能となる。 
⑤ ほぼ同様のデータ収集を、本研究計画に
先行する研究計画と合わせて 8年間実施
するため、同一大学の新入生の英語運用
力の経年的変化を観察する資料となるこ
とが期待される。 

３．研究の方法 
(1) 本研究で収集する英語学習者の発話デー
タは、あらかじめ用意したテキストの読み上
げなど自由度・自発性の低いものだけでなく、
あらかじめ用意した質問に対してその場で
応答する回答を含んでいる。具体的には 20
名から 30 名程度の新入生の英語クラスの受
講生を 3名ずつのグループにわけ（人数や欠
席などの関係で 2 名のグループもある）、各
グループにデジタル録音機にケーブルで接
続されたマイク 1本・ワイヤレスマイクと接
続したデジタルビデオカメラ 1台・あらかじ
め用意した質問カード 10 枚を提供する。質
問カードは各回の授業ごとに、自己紹介・夏
休みの予定・今学期の学習活動を振り返って、
というようなテーマで整理してあり、同一の
カードを 2週間にわたって使うことで全く予
期せぬ質問に対する応答とある程度の心構
えがある状態での応答との双方を収録する
ことになる。質問カードを番号順に使って 3
名（ないし 2名）の受講生のうち 1名がケー
ブルに接続されたマイクとワイヤレスマイ
クの双方を使いながら質問を読み上げ、もう
1 名が同じく双方のマイクを使いながらこれ
に回答し、最後の 1名がこの様子をビデオカ
メラで撮影する。（グループが 2 名の場合は
発話していないものがカメラを操作する）回
答が終わった時点で相互評価用紙に記入し、
次の質問カードを使って役割を交代して作
業を続ける。新しい質問カードを使い始めた
週には、10枚の質問カードすべてを使ったと
ころで、それまでのやり取りを振り返ってそ
の週のテーマに基づく作文を 400～500 語を
目標に作成し、30分程度の時間で作成したフ
ァイルを提出する。宿題として次の週までに
作文を完成させ、修正したファイルとプリン
トアウト 6部を用意し、ファイルとプリント
アウトのうち 1部を提出し、前週と同じ質問
カードを使った応答練習が終わった時点で、



6 名の受講生が作文の相互チェックを行い、
その結果に基づいて最終版を 3週目に提出す
る。隔週で新しい質問カードを用いて新たな
作文を書くため、学期で 7つの作文、年間で
14 の作文をそれぞれ 3 つのバージョンで提
出することとなる。【学期末には評価用作文
を最終回の授業中に作成・提出する】 

(2) デジタル録音機は ALESIS製ハードディ
スクレコーダHD24XR 1台・ALESIS製 8ch
フェーダMultiMix 12R 2台・SONY製マイ
クECM-360 12本、マイク用ケーブル12本、
可動式機器保管庫によって構成される。マイ
クをケーブル経由にてフェーダに接続し、増
幅した音声を最大 12トラックまで同時に 96 
kHz / 24 bit サンプリングで IDE ハード
ディスクに収録する。トラック（マイク）ご
とに作成される音声データは独自フォーマ
ットであり、事後に Windows の PC でフォ
ーマット変換してバックアップを確保し、作
業用には別途コピーを用意する。撮影には
SONY 製ハンディカム DCR-SR100 とブル
ートゥースワイヤレスマイク HCM-1を用い、
後にHDR-XR550を補充した。 

(3) 書き起こしには 当初は AGTK ツールキ
ットを試用し、TableTrans による作業を試
みたが、ツールの習得負荷が大きく、学部生
アルバイト作業者の長期の従事が見込めな
いため、web-based interface を独自に開発
した。対象とする音声トラックを適当な単位
で分割し、書き起こし作業者はこの音声を聴
取して書き起こしをテキスト入力する。音声
トラックの分割は人手による作業のほか、一
定時間単位での自動分割後の人手による修
正など、いろいろな方法を試行錯誤した。ま
た、研究の進展に伴い、日本人英語学習者の
比較的自発的な英語発話の談話的特徴につ
いてのアノテーションが必要となってきた
ため、上記と合わせて言語分析ソフト ELAN
（http://tla.mpi.nl/tools/tla-tools/elan/）によ
る分析も行っている。 

４．研究成果 
(1) 英語リスニング・スピーキング自動試験
Versant English Testのスコアについては年
度内の変化（同一学習者集団）と年度ごとに
異なる学習者集団の統計量の経年的変化に
ついていくつかの報告を行った。（雑誌論文
○7 など）Super English Language High 
School の選定や大学センター試験への英語
リスニング試験導入など、中学校・高等学校
での英語教育改善の努力にもかかわらず、対
象とする学習者集団のスコア平均値には変
化が見られない。一方、年度内では英語リス
ニング・スピーキング能力に若干の向上は見
られるものの、学習者集団全体では顕著な変
化とまでは言えない。同一学習者集団のリア
ルタイムでの口頭英語運用能力を測ると思
われる Versant English Test のスコアと語
彙・文法などの知識について多肢選択の形式

で回答する Oxford Quick Placement Testの
スコアの比較から、対象とした学生の約 9割
が前者について CEFR （ヨーロッパ共通参
照枠組み）で A1・A2のレベルと推定される
のに対して、同じく約 9 割が後者では B1・
B2のレベルと推定され、（雑誌論文○4 ）両者
にかなりの開きがあることが確認された。こ
れは、学習者の多くが大学入試などのペーパ
ーテストでよい成績を得ることを主目的と
して英語を学んできていることの反映と思
われるが、結果として学習者の英語に関する
『知識』と『運用』に大きな乖離が見られる
ことがデータの上で明らかとなった。  

(2) 発話音声・動画・作成した文章の電子フ
ァイルなどについては、着実に蓄積されてい
るが、音声の書き起こしは人手がかかり、育
成したアルバイト作業者が就職・進学などの
ため大学から離れるまでの期間が短いこと
もあって、全体の 1/21 程度について最低 1
名の作業者による書き起こし付与ができた
ところである。（本研究計画開始時点では発
話データの 1/7程度に対する書き起こし付与
を目標としていたが、研究計画の進行につれ
て単なる書き起こし以上に人手を要する談
話的特徴の抽出に重点を置いたことにも一
因がある。音声認識技術の進展にともない、
将来的に書き起こしを部分的に自動化する
可能性を見越している。）この書き起こしデ
ータは 10%ほどのフィラー的要素も含める
と 150,000語になるため、全体の書き起こし
が完了すれば、単語数として 3,000,000語近
くとなる見込みであるため、近年 webなどの
データから構成される大規模な言語資源と
は比較すべくもないが、学習者の発話データ
からの特徴量抽出には十分なサイズとなる
ことが予想される。（雑誌論文○5 と○10など） 

(3) 本研究計画で収集するデータの特徴は、
学習者同志のインタラクションの中での比
較的自発的な発話であるところにあり、そう
した観点から相互作用言語学 (interactional 
linguistics) の観点からの分析を行うことと
なった。その成果の一つとして、発話単位末
の母音（挿入）延伸に着目したところ、国内・
海外において、英語学習関連研究者だけでな
く、言語研究者の関心もひきつけるようにな
った。日本語と英語はその音韻論的構成が異
なり、日本人英語学習者が本来子音で終わる
べき英単語の音節に母音を加えてしまうこ
とが多いが、ここでいう発話単位末の母音
（挿入）延伸は（音声産出に関する負荷が低
いと思われる）質問文の読み上げ音声にはほ
とんど見られず、一方で（音声産出に関する
負荷が明らかに高く、内容と表現の双方につ
いて考えながら行う）自発的な応答では極め
て多く見られる。日本語の母語における談話
的特徴と比較すると、音韻論的要因だけによ
る現象ではなく、第一言語である日本語の談
話的特徴を学習目標言語である英語での発
話に転移した現象であると推定される。（雑



誌論文○6 と○8 など）また、学習者のフィラー
（意味を持つ単語ではなく、発話のタイミン
グを調整するための音声）に着目した研究も
進めている。サンプルした学生のフィラーに
は、英単語や日本語に基づくものはほとんど
含まれず、母音に基づくものが大部分である。
英単語に由来するフィラーが少ないことは、
利用できる英語表現が知識として定着して
いないものと考えられる。日本語に由来する
フィラーが少ないことは、「可能な限り英語
で話すべきである」という規範意識の反映と
推察される。フィラーの使い方は、英語母語
話者とも、日本語の使い方とも異なり、一種
の学習者言語としての特徴を帯びていると
言える（雑誌論文○1 と○3 など）このほか、学
習者相互のやり取りの中で、明示的な教示が
ないまま、発話の開始や終了をマークする特
定の表現の使用が広がり、クラスの中で伝播
する様子も観察された。（雑誌論文○2 など） 

(4) データ収集の過程で、少し込み入った構
文の英語の質問を理解することが困難な学
生が一定の割合で存在することが観察され
た。また、あらかじめ用意した質問を読み上
げる際に、疑問詞疑問文の文末を上昇調にす
る学習者が半分近くいるなど、英語の文（ま
たは節）単位の適切な抑揚の付与について、
運用面で定着していないことが明らかとな
った。アンケートないし小テスト形式で質問
すると 7割から 9割の正答率となることから、
ここでも『知識』と『運用』の乖離が見られ
た。これとは別に、対象とする学習者に文字
で提示した英語の平叙文を疑問文に転換す
る課題や英語の平叙文と疑問文を文字で提
示してタイプする課題を課したところ、疑問
詞疑問文が正確に産出・再生できないことを
示唆するデータが得られた。特に疑問詞を主
語とする疑問文（Who came yesterday?など）
について、半数近くの学習者が文法的な間違
いを示し、英語での有意義なインタラクショ
ンを行う上で、大きな制約となっていること
が明らかとなった。（学会発表○1 と○2 など） 
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